
別紙標準様式（第７条関係）   

会 議 録  

会 議 の 名 称 令和５年度第１回 枚方市地域包括支援センター運営等審議会 

開 催 日 時 令和５年５月 29日（月） 14 時～15時 30 分 

開 催 場 所 枚方市第３分館（旧市民会館）３階第２会議室 

出 席 者 
山田 委員、山本 委員、緒方 委員、金田 委員、明石 委員、

遠竹 委員、中尾 委員、室田 委員、谷口 委員 

欠 席 者 秦 委員 

案  件  名 

１．枚方市地域包括支援センター各部会からの令和４年度活動報告

について  

２．各枚方市地域包括支援センター令和４年度収支報告及び実績報

告について  

３．各枚方市地域包括支援センター令和５年度事業計画について 

提出された資料等の 

名 称 

資料①－１ 主任ケアマネ部会活動報告 

資料①－２ 社会福祉士部会活動報告 

資料①－３ 保健師部会活動報告 

資料②－１ 収支報告書（令和４年度） 

資料②－２ 介護予防支援委託状況報告書 

資料②－３ 包括的支援事業実績報告書（令和４年度）総合相談 

資料②－４ 包括的支援事業実績報告書（令和４年度）活動報告 

資料③  各枚方市地域包括支援センター年間事業実施計画 

決  定  事  項 

１．案件１について報告 

２．案件２について報告 

３．案件３について報告 

会議の公開、非公開の別 

及 び 非 公 開 の 理 由 

非公開  

枚方市情報公開条例第５条第１号、３号、６号に規定する非公開情

報が含まれる事項について審議等を行うため。 

会議録の公表、非公表

の別及び非公表の理

由 

公表 

枚方市情報公開条例第５条第１・３・６号に規定する非公開情報が

含まれる事項について審議、報告を行う会議の会議録のため、運営

候補者決定、委託法人の評価に係ることの非公開部分については、
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結果のみ公開する。また発言者は非公開とする。 

傍 聴 者 の 数  ―――――――――― 

所 管 部 署 

（ 事 務 局 ） 
健康福祉部 福祉事務所 健康福祉総合相談課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審 議 内 容 
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１ 議 題 

  

【案件１】枚方市地域包括支援センター各部会からの令和４年度活動報告について 

  資料①－１ 主任ケアマネ部会活動報告 

資料①－２ 社会福祉士部会活動報告 

資料①－３ 保健師部会活動報告 

 

包括職員：案件１について説明。 

 

委  員：資料①－１の主任ケアマネ部会の報告において、今年度ケアマネジャー向けに

「障害施策」をテーマとした研修会を実施予定と報告がありましたが、具体的

な内容が分かれば教えてください。 

 

包括職員：市内にある基幹相談支援センターの職員を講師に招き、障害認定の取得方法や

障害サービスから介護保険への移行について説明していただこうと考えていま

す。高齢者を含めた家族支援を見据えて障害の就労支援も内容に盛り込んでい

ただく予定です。 

 

委  員：資料①－２の社会福祉士部会の権利擁護チームでの高齢者虐待介入ネットワー

ク会議に警察署が参加されていますが、法律の専門家である弁護士に参加いた

だくことで権利の法的位置づけや知識が得られる機会になるのではないかと考

えます。 

 

委  員：同じく高齢者虐待ネットワーク会議の報告で、第 2 回会議で交野警察が欠席と

なっていますが、４ブロックともに欠席だったのでしょうか。 

 

包括職員：警察署には各警察署の管轄地域のブロックに参加いただきました。交野警察は

東部ブロックのみ出席予定でしたが、会議当日に緊急対応が入ったとのことで

急遽欠席となりました。 

 

委  員：大人数だと意見がまとまらず、警察署の管轄地域も違うことから、ブロックに

分けての会議は有効だと考えます。 

 

委  員：資料①－３の保健師部会の報告において、医療介護研修チームで地域包括支援

センター（以下、センター）内で長期プランのアンケート調査を実施し、結果

としてセンターによっては業務負担に差があるとのことですが、どういった業

務負担の差があったのでしょうか。 
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包括職員：長期プラン作成のガイドラインはありますが、初回プラン作成後に長期プラン

に移行するかどうかについて各センターで協議を行っており、センターによっ

て会議に要する時間や検討方法などに差が生じています。 

 

【案件２】各枚方市地域包括支援センター令和４年度収支報告及び実績報告について 

資料②－１ 収支報告書（令和４年度） 

資料②－２ 介護予防支援委託状況報告書 

資料②－３ 包括的支援事業実績報告書（令和４年度）総合相談 

資料②－４ 包括的支援事業実績報告書（令和４年度）活動報告 

 

事 務 局：案件２について説明。 

 

委  員：資料②－１で包括的支援の収支がマイナスとなっているセンターがありますが、 

運営に問題ないのでしょうか。 

 

事 務 局：包括的支援と介護予防支援を合わせて確認いただければと思います。包括的支 

援でマイナスのところも介護予防支援と合わせ全体として黒字となっており、

運営に問題があるとは判断しておりません。 

 

委  員：包括的支援事業の収入「介護予防事業等(D)」「生活体制整備事業委託料(E)」の

項目は、具体的にどのような内容になるのでしょうか。  

 

事 務 局：「介護予防事業等(D)」は元気はつらつ健康づくり事業などの一般介護予防事業 

の出来高払いの項目、「生活体制整備事業委託料(E)」は市が委託している生活

支援体制整備事業の委託料が計上されています。 

 

委  員：いくつかのセンターで、包括的支援事業の支出が人件費以外のすべてが「その

他事務費(エ)」 に計上されています。内訳が分かるように、項目を細分化した

方が良いと考えます。 

 

事 務 局：支出の内訳が分かるように様式を検討したいと思います。 

 

委  員：資料②－２で介護予防プランの委託率の件数で公正・中立を確認していますが、

委託率イコール中立というものではなく、要介護認定者の紹介率やサービス事

業所の依頼件数の数字があれば確認しやすいと考えます。 

 

事 務 局：要介護認定者の紹介率やサービス事業所の依頼件数を計上していくことが難か 

しいと考えます。公正・中立を委託率だけでなく、他の視点で見るということ
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は考えていきたいと思います。 

 

委  員：資料②－３の総合相談件数の内容区分の計上はひとつの項目のみということですが 

相談者は複数の内容で相談で来所されることも少なくないと思います。複数項目に 

わたる相談を一般相談に計上してしまう場合もあると考えられますので、内容区分 

を２つまでは入力可能など、一定の制限を設けて計上することは難しいのでしょう 

か。 

 

事 務 局：複数項目に計上すると相談の実件数が見えにくくなりますので、現状では難しいと 

考えています。 

 

【案件３】各枚方市地域包括支援センター令和５年度事業計画について 

資料③  各枚方市地域包括支援センター年間事業実施計画 

 

事 務 局：案件３について説明。 

 

委  員：高齢化率の影響や圏域や地域での違いというのはありますでしょうか。 

 

事 務 局：地域の社会資源と連携しながら取り組みを進めているなど、各圏域に置いて特色が 

あります。計画策定時には高齢化率や要介護認定者数などを参考に計画策定をして

います。 

 

委  員：介護業界や民生委員も人不足が課題となっていますが、センター職員についても人

不足や採用ができないといった相談はあるのでしょうか。 

 

事 務 局：各運営法人も人材の確保は苦慮されています。特に保健師の確保が難しいと聞いて 

います。 

 

委  員：相談に対して、行政として対応していることはあるのでしょうか。  

 

事 務 局：２年ほど前にハローワークへ相談し、ハローワークが主催、枚方市が後援のかたち 

で、当時職員募集の意向があった法人合同で枚方市地域包括支援センター職員の合 

同説明会を実施したことがあります。その際は、２法人が合同説明会に参加されま 

した。 

 

委  員：個別地域ケア会議と自立支援型地域ケア会議の開催回数に差がありますが、会議

の違いを教えてください。 
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事 務 局：自立支援型地域ケア会議は、ケアマネジャーの高齢者の自立支援に資するケア 

マネジメントの支援と地域課題の抽出を目的に、年 5 回ほど計画を立てて実施

しています。個別地域ケア会議は検討すべき個別事例が発生した際に開催して

おりますので、結果的に０回ということがあります。検討する個別事例は困難

事例が多く、会議内で専門職・地域住民で情報共有や役割分担し支援を検討し

ています。その検討から地域課題の抽出もおこなっています。 

 

委  員：訪問している医師は、診療報酬の観点からも地域ケア会議への積極的な出席が求め

られています。個別地域ケア会議が０回となれば医師が出席する機会が得られない

ので、年に１回は地域ケア会議を開催していただきたいと考えます。 

 

事 務 局：地域ケア会議には多職種連携研究会も位置付けられています。センター側としても 

医師との連携は重要だと考えていますので、多職種連携研究会には是非出席してい

ただきたいと思っております。 


